
 

 

に
利
益
最
優
先
や
成
果
主
義
を
押
し
付

け
た
中
で
お
こ
っ
た
問
題
な
の
で
す
。 

成
果
を
強
引
に
求
め
る
経
営
が
、

自
由
に
意
見
や
問
題
を
指
摘
で
き
な

い
職
場
風
土
を
作
り
出
し
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

労
働
組
合
は
、
会
社
か
ら
の
説
明

を
待
つ
だ
け
で
な
く
、
自
ら
原
因
究

明
や
再
発
防
止
に
積
極
的
に
乗
り
出

す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

困ったときはお気軽にご相談ください。 
職場の出来事や情報もお寄せください。 
 
E-mail：committee@jcp-kawajyu.jp 
ホームページ http：//www.jcp-kawajyu.jp/ 

 

 

今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
は
、

１
９
５
６
年
に
「
私
達
の
体
験

を
と
お
し
て
人
類
の
危
機
を
救

お
う
」
と
結
成
宣
言
し
た
日
本

原
水
禁
被
爆
者
団
体
協
議
会
（
日
本

被
団
協
）
が
受
賞
し
た
。
長
年
の
地

道
な
活
動
で
、
被
爆
の
実
相
を
世
界

に
広
げ
、
核
兵
器
の
非
人
道
性
を
明

ら
か
に
し
、
核
兵
器
廃
絶
へ
の
う
ね

り
を
つ
く
り
出
し
て
き
た
活
動
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

「
人
類
は
自
ら
の
開
発
し
た
核
兵

器
で
破
滅
す
る
か
も
し
れ
な
い
、
こ

れ
を
や
め
さ
せ
る
に
は
廃
絶
し
か
な

い
（
被
団
協
の
田
中
氏
）
」 

今
日
、
ロ
シ
ア
が
核
威
嚇
を
繰
り

返
し
、
核
兵
器
が
使
用
さ
れ
う
る
危

険
な
状
況
の
中
で
の
受
賞
は
、
大
き

な
意
味
を
持
つ
。 

 

９
月
の
自
民
党
総
裁
選
の
討
論
会

で
、
石
破
氏
は
米
国
の
核
兵
器
を
日

本
で
運
用
す
る
「
核
共
有
」
に
前
向

き
な
姿
勢
を
示
し
「
非
核
三
原
則
に

触
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
強
調
し

た
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
版
の
北
大
西
洋

条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
を
創
設

し
、
「
核
の
共
有
や
持
ち
込
み
」
を

具
体
的
に
検
討
す
べ
き
だ
と
主
張
し

て
い
る
。
田
中
氏
は
、
石
破
首
相
の

「
核
共
有
」
に
つ
い
て
、
「
論
外

だ
。
政
治
の
ト
ッ
プ
が
必
要
だ
と

言
っ
て
い
る
こ
と
自
体
、
怒
り
心

頭
」
と
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。 

 

国
連
加
盟
１
２
２
か
国
に
よ
る
核

兵
器
禁
止
条
約
採
択
か
ら
７
年
。
９

４
の
国
・
地
域
が
署
名
し
、
７
３
の

国
・
地
域
が
条
約
に
批
准
し
た
が
、

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
の
日
本
は
、
批

准
は
お
ろ
か
締
約
国
会
議
の
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
参
加
さ
え
背
を
向
け
て
い

る
。 日

本
政
府
は
、
今
こ
そ
唯
一
の
戦

争
被
爆
国
と
し
て
核
兵
器
禁
止
条
約

を
批
准
し
、
核
兵
器
廃
絶
を
世
界
に

積
極
的
に
働
き
か
け
る
べ
き
だ
。 
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日本共産党 

川崎重工委員会 

非
正
規
社
員 

賃
上
げ
・
ボ
ー
ナ
ス
蚊
帳
の
外 

そ
の
裏
で
非
正
規
社
員
を
増
大
さ

せ
ま
し
た
。
川
重
も
同
様
で
す
。 

 

川
重
が
と
る
べ
き
対
応 

川
重
の
２
０
２
４
年
度
の
事
業

利
益
は
１
、
３
０
０
億
円
の
過
去

最
高
額
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
年
の
正
規
社
員
へ
の
賃
上

５
％
に
相
当
す
る
賃
上
げ
を
、
非

正
規
社
員
に
も
行
う
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

ま
た
生
産
を
担
う
労
働
者
は
正

規
社
員
で
採
用
し
、
長
期
で
働
い

て
い
る
非
正
規
社
員
は
正
規
に
転

換
す
る
べ
き
で
す
。 

多
く
の
非
正
規
社
員
は
生
産
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
も
の
づ
く
り
基
盤
強

化
、
企
業
発
展
の
た
め
に
は
非
正

規
社
員
の
待
遇
改

善
が
不
可
欠
で
は

な
い
で
し
ょ
う

か
。 

 

経
営
陣
の
責
任
は
？ 

８
月
の
全
社
員
向
け
社
長
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
は
、
不
正
に
関
わ
っ
た

人
は
川
重
グ
ル
ー
プ
の
「
１
％
に

も
満
た
な
い
」
と
話
し
て
い
ま
す

が
、
一
部
の
職
場
、
一
部
の
人
た

ち
が
起
こ
し
た
問
題
で
済
ま
せ
て

良
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

法
令
遵
守
は
、
経
営
の
根
幹
で

す
。
法
令
違
反
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
と

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
軽
視
で
あ

り
経
営
陣
の
責
任
が
問
わ
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 再
発
防
止
対
策
は
？ 

９
月
に
は
船
舶
エ
ン
ジ
ン
検
査

不
正
に
関
す
る
中
間
報
告
書
を
国

土
交
通
省
に
提
出
し
ま
し
た
。
社

長
は
不
正
の
背
景
に
は
「
違
反
を

認
識
し
て
も
言
い
出
せ
な
い
組
織

風
土
が
あ
っ
た
」
「
品
質
よ
り
納

期
や
利
益
を
優
先
す
る
意
識
」
が

あ
っ
た
と
説
明
し
ま
し
た
。
こ
の

問
題
は
、
川
重
経
営
陣
が
従
業
員 

経
営
陣
は
法
令
遵
守
の
徹
底
を 

 

高千穂峡 

 

え
る
国
」
で
あ
り
な
が
ら
大
企
業

は
、
９
０
年
代
か
ら
生
産
拠
点
を

海
外
に
移
転
す
る
道
に
突
き
進

み
、
国
内
投
資
と
賃
金
を
抑
制
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
経
済

は
内
需
が
冷
え
込
み
、
「
失
わ
れ

た
３
０
年
」
の
長
期
停
滞
に
落
ち

込
ん
で
い
き
ま
し
た
。 

財
界
と
大
企
業
は
そ
の
状
況
下

で
も
利
益
が
増
や
せ
る
よ
う
に
人

件
費
の
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
を
戦
略
的

に
進
め
、
労
働
法
制
の
規
制
緩
和

な
ど
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。 

１
９
９
５
年
に
正
規
社
員
か
ら

非
正
規
社
員
に
置
き
換
え
が
す
す

み
、
２
０
０
４
年
に
は
製
造
業
へ

も
拡
大
し
、
今
で
は
非
正
規
社
員

が
全
雇
用
者
の
４
割
ま
で
に
増
大

し
ま
し
た
。
賃
金
は
正
規
雇
用
者

の
６
７
％
、
非
正
規
社
員
の
増
加

が
低
賃
金
構
造
を
拡
大
し
、
日
本

を
「
賃
金
の
上
が
ら
な
い
国
」
に

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

日
本
の
大
企
業
は
莫
大
な
利
益

を
内
部
留
保
と
し
て
貯
め
込
み
、

はぐるま 今
年
７
月
と
８
月
に
社
会
か
ら

信
頼
を
失
う
２
件
の
法
令
違
反
が

発
覚
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
問
題

が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
が
ど
こ

に
問
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 「コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
フ
ァ
ー

ス
ト
」は
ど
こ
へ？ 

川
重
は
、
潜
水
艦
に
絡
む
架
空

取
引
問
題
を
４
月
防
衛
省
に
報
告

し
、
特
別
調
査
委
員
会
も
立
上
げ

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
６
月
に

開
催
し
た
中
央
経
営
協
議
会
、
株

主
総
会
に
報
告
せ
ず
、
７
月
に
な

り
公
表
し
謝
罪
を
し
ま
し
た
。 

架
空
取
引
問
題
を
中
央
経
営
協

議
会
や
株
主
総
会
で
報
告
し
な

か
っ
た
こ
と
は
、
株
主
を
含
め
、

多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
欺

く
も
の
で
す
。 

 

 川重過労死裁判  
いよいよ判決へ 

本裁判は、今年8月7日に神戸地裁での審理は結審（終了）
し、提訴から2年半の来年1月15日に判決が言い渡されます。 

最後の審理となった証人尋問では川重側の主張に根拠のない
ことが一層明らかになりました。 

被告川重の２人の証人尋問では 

製造部門の責任者への尋問では、証言の矛盾の追求に「記憶
がない」「知らない」を連発し、被害者の業務内容も殆ど知らな
いなど、証人として相応しくないこともわかりました。 

また人事関係者への尋問では、事件後ベランダに出て状況を確
認したと詳細に証言しましたが、保険会社には、ベランダには出
ていないと言っていたことが明らかになるなど、デタラメな答弁
が繰り返されました。 

原告の証人尋問では 

毎日のテレビ通話で、ご主人が仕事で悩んでいた様子、ご主
人が徐々に精神を病んでいく状況を丁寧に証言されました。 

自死前夜のテレビ通話では、ご主人から頼まれて歌った「ゆ
りかごの歌」を原告が法廷で歌われました。法廷内は時間が止
まったように静まり、裁判長も真剣に聞き入っていました。 

川重がとるべき態度 

遺族に一切謝罪せず、育英遺族年金の支給を打ち切り、証人
尋問では支離滅裂な証言を繰り返し、事件は「自己責任」「家族
の責任」とばかりの尋問を行うなど被告川重の異常さが際立って
いました。 

審理で明らかになった過労死を起こした会社責任を認め、ご
遺族に謝罪し、再発防止策を立て、命と健康が大切にされる企業
にしていくことが強く求められるのではないでしょうか。 

川
重
の
今
年
の
賃
上
げ
は
２
０
数

年
ぶ
り
の
大
幅
な
賃
上
げ
（
満
額
１

８
，
０
０
０
円
）
回
答
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
生
産
に

貢
献
し
た
非
正
規
社
員
に
は
、
賃
上

げ
も
な
く
全
く
の
蚊
帳
の
外
に
置
か

れ
た
ま
ま
で
す
。 

 非
正
規
社
員
増
大
の 

 
 
 
 
 
 
 
 

歴
史
的
経
緯 

日
本
は
「
も
の
づ
く
り
が
国
を
支 



 

 

 

欧米の賃上げ・時短のたたかい 
 

今年、次のようなたたかいが大きく前進しています。 
 
米国ボーイング社3.3万人の「国際機械工・航空宇宙産業労組」は

16年ぶりに4年間で過去最大35％の会社側賃上げ提案などを、組合員
が不満としてストを続行。 

 
10月米国「国際港湾労働者協会」は、約半世紀ぶりの大規模スト

ライキで、今後6年間で62％の賃上げに合意、大統領が歓迎の声明を
出した。 

 
5200人以上の操縦士の航空パイロット協会エア・カナダは、スト

ライキ通告を出しつつ、9月46％賃上げに合意した。  
 
9月スペインでは政権の公約「労働時間週37.5時間」法定化の提案

に企業側が応じず、二大労組が時短を求め全国一斉行動を実施。 
 
ベルギーでも労組が賃下げなしの週32時間労働と、最低賃金(約33

万円)への引き上げを求めてたたかい、フランスでも労働時間週32時
間を求めてたたかっている。  

 

人権無視の労働法制改悪にＮＯ！ 
 

政府は財界の求めに応じ、「労働市場改革」と、労働基準法（労基
法）改悪を進めようとしている。その内容は。 

「労働市場改革」案とは 

「リスキリング(学び直し)で能力向上支援」…労働者は企業の求
めに応じた能力を自ら学び直しにより、成長分野へ自由に移動を可
能にすると言っている。 

労働者は、待遇のよい成長分野をめざそうと、過酷な競争に追い
込まれ、競争に乗り切れない場合、リスキリング支援を口実に、転
職・退職を迫られることになります。 
「ジョブ型人事(職務給)導入」…業務や職務の達成度よりも、よ

り高い能力・役割・成果を重視する制度。「能力なし」と査定され
た労働者は賃金など処遇を切り下げられ、リスキリングの強要や退
職に追込まれることになる。一部の電機大手では目標未達成の労働
者の降格・解雇が制度化されており、経団連は解雇を円滑に進める
ため「解雇の金銭解決制度」創設を急ぐよう要求している。 

狙われる労基法の改悪 

労基法は違反に対し罰則を科した最低ラインの労働基準であり、
労基法はこれを上回る労使合意を奨励している。 

しかし労基法に存在する「適用除外」の仕組みは、労働時間の原
則、変形労働時間制、裁量労働制など、一定の要件を満たし労使協
定を結べば、労基法を満たさない労働条件でも認めている。 

政府が進めている案は「適用除外」の対象拡大や要件緩和を行な
い、使用者が労働者に説明・意見聴取し労基署に届ければ、労使合
意なしに認められるなどとするものである。 

 
政府と財界は、労働市場の流動化による賃下げ・不安定雇用の拡

大や、労基法を骨抜きにする「労働法制改悪」ではなく、国連機関
から指摘された「人権保護は国の義務」「人権尊重は企業の責任」
に沿った労働政策こそ実行すべきです。   
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コ
ン
プ
ラ
大
事
！ 

こ
こ
最
近
い
ろ
ん
な
不
祥
事
が

明
る
み
に
出
て
、
ニ
ュ
ー
ス
で
自

分
の
働
い
て
い
る
神
戸
工
場
を
見

る
こ
と
も
有
り
、
な
ん
か
複
雑
な

気
持
ち
で
す
。
家
族
と
テ
レ
ビ
を

見
て
い
る
と
、
大
丈
夫
な
ん
？
て

聞
か
れ
て
、
笑
っ
て
誤
魔
化
す
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。 

ほ
と
ん
ど
の
方
は
関
わ
り
が
無

い
は
ず
で
、
早
く
カ
ワ
サ
キ
を
誇

れ
る
様
に
戻
っ
て
欲
し
い
で
す
。 

（
コ
ン
プ
ラ
男
）  

納
涼
会
を
再
び 

懇
親
会
も
自
粛
気
味
で
す
が
、

他
の
工
場
で
は
実
施
し
た
と
い
う

と
こ
も
あ
り
、
こ
れ
以
上
悪
い
事

が
広
が
ら
な
い
こ
と
を
願
い
た
い

で
す
。 

西
神
戸
で
は
社
長
も
参
加
し
て

納
涼
祭
が
行
わ
れ
た
と
の
こ
と
、

ジ
ョ
イ
マ
ン
と
舞
台
で
踊
る
社
長

を
見
た
か
っ
た
な
ぁ
。
是
非
来
年

は
我
が
工
場
に
来
て
く
だ
さ
い
！ 

心
か
ら
楽
し
め
る
様
に
な
る
こ

と
期
待
し
て
ま
す
。

（
宴
会
好
き
社
員
） 

   

目
安
箱 

目
安
箱
、
ど
ん
な
投
稿
が
さ
れ

て
い
る
の
か
毎
回
楽
し
み
に
読
ん

で
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
の
投

稿
は
、
告
げ
口
の
よ
う
な
内
容
が

多
く
、
ち
ょ
っ
と
読
ん
で
い
て
悲

し
く
な
り
ま
す
。 

同
じ
会
社
で
働
く
皆
の
た
め
の

改
善
、
要
望
だ
と
良
い
の
で
す

が
・
・
・
。 

（
寒
暖
差
疲
労
） 

  ガ
ザ
を
止
め
て
欲
し
い 

連
日
ガ
ザ
の
破
壊
と
犠
牲
の

ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
ま
す
。
Ｍ
Ｌ
Ｂ

大
谷
選
手
の
活
躍
の
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
ま
す
。

何
故
国
連
は
ガ
ザ
の
悲
劇
を
止
め

ら
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
不
思

議
で
す
。 

 
 

 

（
Ａ
・
Ｓ
） 

 

読者の広場 

 

＜E-mail＞committee@jcp-kawajyu.jp 

投
稿
さ
れ
る
方
へ 

本
文
は
２
４
０
字
以
内
。工
場
名
・

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
タ
イ
ト
ル
を
明
記
。

添
削
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。二
重

投
稿
は
不
可
。投
稿
先
は
下
記
へ
。 

鳥
の
目 

虫
の
目 

魚
の
目 

最
近
若
い
人
が
急
に
辞
め
て
し
ま

う
の
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
そ
れ
だ
け

う
ち
の
工
場
に
魅
力
が
無
い
の
か
と

悲
し
く
な
り
ま
す
。 

若
い
人
を
集
め
て
表
面
的
に
話
を

聞
く
だ
け
で
は
な
く
、
幅
広
く
現
場

で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
、
知
っ
て

頂
き
た
い
で
す
。 

上
に
立
つ
人
は
都
合
の
良
い
声
だ

け
を
拾
い
あ
げ
ず
、
周
り
を
よ
く
よ

く
見
て
、
本
当
に
自
由
に
意
見
の
言

え
る
環
境
を
作
っ
て
欲
し
い
で
す
。 

（
西
神
戸
の
星
） 

    エ
コ
な
パ
ネ
ル
な
ら
？ 

田
舎
に
行
く
と
太
陽
光
パ
ネ
ル
だ

ら
け
で
す
。
エ
コ
と
か
言
わ
れ
て
ま

す
が
、
製
造
か
ら
廃
棄
ま
で
の
コ
ス

ト
を
計
算
す
る
と
決
し
て
エ
コ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
最
後
は
燃
や
せ
な
い

の
で
埋
め
る
し
か
な
い
よ
う
で
す
。 

た
だ
、
送
電
線
が
引
け
な
い
僻
地

で
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
は
ア
リ
だ
と

思
い
ま
す
。
技
術
革
新
で
低
コ
ス
ト

で
エ
コ
な
パ
ネ
ル
が
出
て
く
れ
ば
イ

イ
の
で
す
が
。 

 
 

（
Ａ
Ｋ
Ｚ
） 

      お
い
！
差
別
撤
廃
が
世
界
の
主
流
だ
ぞ 

国
連
が
日
本
に
選
択
的
夫
婦
別
姓

の
導
入
と
、
皇
位
継
承
を
男
系
男
子

に
限
定
し
な
い
よ
う
に
勧
告
に
ビ
ッ

ク
リ
。
女
性
へ
の
差
別
が
国
際
的
に

遅
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
。
色
々
な

面
で
日
本
の
国
際
的
地
位
が
低
下
し

て
い
る
。
笑
え
な
い
事
態
だ
。 

 
 

（
日
本
政
府
に
喝
男
） 

低
賃
金
な
ス
ー
パ
ー
マ
ン 

人
手
不
足
と
言
わ
れ
て
ま
す
が
、

人
手
が
欲
し
い
の
は
低
賃
金
で
文

句
も
言
わ
ず
完
璧
に
仕
事
を
こ
な

す
ス
ー
パ
ー
マ
ン
み
た
い
な
人
材

で
す
。 

こ
れ
か
ら
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の

仕
事
は
Ａ
Ｉ
等
に
変
わ
り
ま
す
。

給
料
は
上
げ
な
い
、
で
も
税
金
は

上
げ
る
で
は
誰
も
働
き
ま
せ
ん

よ
。
（
た
か
か
ず
） 

 
 

   秋
季
休
暇
が
欲
し
い 

長
ー
く
暑
ー
い
夏
の
間
、
頑

張
っ
て
働
い
た
の
で
、
こ
の
あ
た

り
で
秋
季
休
暇
が
欲
し
い
。
メ
リ

ハ
リ
の
あ
る
Ｏ
Ｎ
・
Ｏ
Ｆ
Ｆ
の
切

り
替
え
で
、
気
分
も
ス
カ
ッ
と
し

て
仕
事
の
能
率
も
上
が
り
、
毎
日

の
生
活
も
充
実
す
る
と
思
う
。 

（
ア
ッ
キ
ィ
ー
） 

  一
体
感
を
も
っ
て 

工
場
で
は
正
規
・
非
正
規
の
社

員
が
一
体
感
を
も
っ
て
仕
事
を
し

て
成
果
を
出
し
て
い
る
。
処
遇
改

善
要
求
も
一
体
感
を
も
っ
て
要
求

で
き
た
ら
、
も
っ
と
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
上
が
る
の
に
な
…
。 

（
明
石
の
バ
イ
ク
王
） 

     中
小
企
業
は
経
験
者
不
足 

人
手
不
足
で
中
小
企
業
の
倒
産

が
増
え
て
る
そ
う
で
す
。 

若
い
人
を
一
か
ら
育
て
る
気
は

な
い
、
経
験
者
に
高
い
賃
金
を
出

す
気
は
な
い
。
氷
河
期
世
代
の
採

用
を
絞
っ
て
育
て
な
か
っ
た
結

果
、
４
０
代
の
社
員
や
管
理
職
が

少
な
い
ん
だ
そ
う
で
す
。
だ
っ
た

ら
黒
字
の
ま
ま
外
資
に
売
っ
て
被

害
を
最
小
限
に
し
た
い
ん
で
し
ょ

う
。
技
術
は
吸
わ
れ
国
は
弱
体
化

す
る
一
方
で
す
。 

 

（
Ｔ
Ｋ
） 

つ
づ
く
驚
き 

カ
ワ
サ
キ
の
様
々
な
悪
評
が
出
て

お
り
心
配
で
す
。
特
に
エ
ン
ジ
ン
に

関
す
る
不
正
が
長
い
あ
い
だ
続
い
て

い
た
の
は
大
き
な
驚
き
で
し
た
。 

ま
た
海
外
出
張
者
の
自
殺
問
題
が

神
戸
地
裁
で
裁
判
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
の
カ
ワ
サ
キ
の
不
誠
実

な
対
応
も
ま
た
驚
き
で
す
。 

（
Ｏ
Ｂ
の
Ｙ
よ
り
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 


